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多文化共生講座 ※無料・要申込み

Mosaic Society  多文化がつくる新しい「ふつう」

宮崎には、さまざまな文化的背景を持つ外国人が暮らしています。
「ふつう」とは何か――それは、日本人同士でも違って当然のもの。
それぞれ異なる背景をもつ“ひとりの人”として、互いの声に耳を
傾け、語り合いながら、新しい「ふつう」を一緒に考えてみません
か？
◇日 時：11月1日（土） 14:00～16:00
◇場 所：宮崎県企業局 １階 県電ホール
◇モデレーター：梅村 崇志 氏（JICA九州 国際協力推進員）
◇定 員： 24名（先着順） ◇参加費：無料
◇内 容：さまざまな背景を持つ方々によるトークセッションの後、
登壇者を含む全参加者でグループトークを行います。
◇申込方法：下記二次元バーコードまたはURLよりお申込みください。
電話、Emailでのお申込みも可能です。
https://forms.gle/2s3sY1DjLYUjhPT66

◇締 切：10月23日（木）
◇申込み・問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：小原）

ひなたにほんごクラスオンライン入門・初級１・２
※無料・要申込み

Zoomでにほんごをべんきょうしましょう！
ひなたにほんごクラスオンライン（秋コース）

宮崎県で生活するときのコミュニケーションで使う日本語をべん
きょうすることができます！宮崎県に住んでいる人で、家にイン
ターネットがあって、パソコンかスマートフォン、タブレットを
持っていて、Zoomを使える人ならだれでも申し込みができます。
資格を持つ日本語講師が教えます。※お金はいりません。０円です。

<入門（にゅうもん）> 
◇日 時：10月15日（水）～ 2月4日（水）全30回
毎週水曜日・金曜日 13:30～15:30 
◇対 象：ひらがな・カタカナがある程度読み書きができ、はじめて
日本語を学ぶ人向けです。
◇定 員：7名

<初級１（しょきゅう１）> 
◇日 時：10月14日（火）～ ２月３日（火）全30回
毎週火曜日・木曜日 10:00～12:00 
◇対 象：日本語を少し勉強し、ひらがな・カタカナが読める人向け
です。
◇定 員：7名

<初級２（しょきゅう２）> 
◇日 時：10月15日（水）～ 2月4日（水）全30回
毎週水曜日・金曜日 10:00～12:00 
◇対 象：ひらがな・カタカナが読み書きでき、簡単な会話ができる
人向けです。
◇定 員：7名

各クラスの詳細と申込はこちらを見てください。
「ひなたにほんごナビ」

https://hinatanihongo.mif.or.jp/

●ひなたにほんごクラスについては宮崎県国際交流協会に問い合わ
せください。
メールの場合は件名に「ひなたにほんごクラスについて」と入れて
ください。
TEL:0985-32-8457  E-mail: miyainfo@mif.or.jp

国際理解講座～アラブ首長国連邦編～宮崎市

※無料・要申込み
「Introduction to Arabic calligraphy 

～アラビア書道を体験してみよう！～」

アラブ首長国連邦出身のアンシ－ダさんを講師に迎え、カリグラ

フィーといわれる文字を美しく書く手法を使って自分の名前をアラビ

ア語で書く体験をします。また、アラブ首長国連邦やアラビアカリ

グラフィーについての講話もあります！

※英語でのワークショップになりますが、日本語の通訳が付きます。

◇日 時 : 12月13日（土）14:00～16:00

◇場 所：みやざきアートセンター（創作アトリエ）３F

◇講 師：アンシ－ダ ハムザ 氏 （留学生）

◇定 員：16名（先着順） ◇参加費：無料

◇申込方法：下記二次元バーコードまたはURLよりお申込みください。

電話、Emailでのお申込みも可能です。

https://forms.gle/AvvNKvPbPrapZiiDA

◇締 切：11月29日（土）

◇申込み・問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：米丸）

第20回「外国人が見た宮崎」アート作品展
～カリーノ宮崎地下１階～ ※無料

毎年多くの方にご来場いただいている「『外国人が見た宮崎』アー

ト作品展」は、今年で第20回目を迎えました。宮崎に暮らす外国

人の皆さんが、宮崎をテーマに、それぞれの思いを込めた作品を出

展しています。写真・書道・絵画・手工芸の各部門では、来場者の

投票によって最優秀賞が決定します。作品を通して宮崎の新たな魅

力を発見しながら、お気に入りの作品にぜひご投票ください。皆さ

まのご来場を心よりお待ちしています。

◇日 時：10月2日（木）～10月25日（土）10:00～19:00
※日・月・祝日は休み

◇場 所：カリーノ宮崎 地下1階 交流スペース
◇問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：小原）

国際理解講座～ジャマイカ編～日向市

※無料・要申込み
「ジャマイカ料理教室

yummyなチキンパンプキンスープを作ろう♪」

ジャマイカ出身で日向市在住のリンダさんと、スパイスをきかせた

チキンパンプキンスープを作りませんか？スープを煮込んでいる間

に、ジャマイカという国、言語についてのお話も聞けます。

◇日 時 : 12月20日（土）11 :00～14:00

◇場 所：日向市中央公民館 調理室

◇講 師：Lynda Gay 氏

◇定 員：18名（先着順）小学生は保護者１名同伴 ◇参加費：無料

◇申込方法：下記二次元バーコードまたはURLよりお申込みください。

電話、Email、来館での申し込みも可能です。

https://forms.gle/NHEpN2ocqjhCtyTL6

◇締 切：12月６日（土）

◇申込み・問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会（担当：山本）

https://forms.gle/2s3sY1DjLYUjhPT66
https://hinatanihongo.mif.or.jp/
mailto:miyainfo@mif.or.jp
https://forms.gle/AvvNKvPbPrapZiiDA
https://forms.gle/NHEpN2ocqjhCtyTL6


♪プラザニュース 英語版より

「シティーガールのカルチャーショック」

「宮崎・韓国フェスティバル 2025（KOREA 
FESTIVAL 2025 in Miyazaki )」を開催します!!

広く県民が韓国文化に触れ、韓国に対する理解を深め魅力を感じる

ことを通じて、宮崎県と韓国の友好親善を進める体験型イベント

「宮崎・韓国フェスティバル 2025（KOREA FESTIVAL 2025 

in Miyazaki）」を開催します。

宮崎にいながら韓国を体験できるチャンスです。ぜひお越しくださ

い!!

◇日 時：10月11日（土） 11:00～17:00

◇場 所：都城市総合文化ホール（都城市北原町1106番地100）

◇プログラム：

①舞台公演（13:00～15:30）

韓国伝統楽器公演やK-POP Dance Show等をお楽しみくださ

い!!

②韓国文化の体験教室

韓国伝統工芸や韓服試着など６つの体験教室を開きます。

◇問合せ：国際・経済交流課 TEL：0985（44）2623

詳細はこちらから→

国際交流員とのおしゃべり会♪ ※無料・要申込み

県の国際交流員と楽しくお話しませんか？

★キャサリンさん：イギリス出身（日本語・英語）

◇日 時：①10月17日（金）15:00～16:00

②10月24日（金）18:00～19:00

◇締 切：①10月10日（金）②10月17日（金）

★ユーディンさん：シンガポール出身（日本語・中国語）

◇日 時：10月14日（火）16:00～17:00 

◇締 切：10月7日（火）

★へジョンさん：韓国出身（日本語・韓国語）

◇日 時：10月30日（木）1５:00～1６:00   

◇締 切：10月23日（木）

◇場 所：カリーノ宮崎 地下1階 宮崎県国際プラザ

◇定 員：4名（参加回数の少ない方を優先し先着順）

※申し込みは電話、来館、メールにて受け付けます。

◇申込・問合せ：（公財）宮崎県国際交流協会 （担当：山本）

他団体からのお知らせ

第２９回 「クリーンアップ宮崎」

11月は「美しい宮崎づくり推進強化月間」です。県民が一丸とな

り県内全域で一斉に環境美化活動を展開する「クリーンアップ宮

崎」を行いますので、近隣の清掃活動にご参加ください。

◇日 時：11月９日 (日)

◇場 所：各市町村が選定する海岸、河川、道路、公園、居住地

周辺など

◇内 容：清掃などの環境美化活動

（詳しくは各市町村にお問い合わせください。）

◇問合せ: 環境みやざき推進協議会

TEL: 0985-51-2077  E-mail: kankyo@miyazaki-kankyo.or.jp

スタッフのつぶやき

宮崎市に引っ越してきて初めて電車に乗った時、無人改札や先頭車

両しかドアが開かないことに大いに戸惑いました。同時に、高校卒

業後のカナダ留学中にシーバスというフェリーで通学していた時の

事を思い出しました。自転車も犬も一緒に乗りこみ、お喋りしたり

朝ご飯を食べたり皆が自由に過ごしていた為、帰国後、日本の乗り

物に逆カルチャーショックを受けました。公共交通機関は国や都市

によってルールが違うので、スムーズに乗りこなす事で本当の意味

でその場所の住人になれたように感じます。さて、８月に入り、

いつも通り先頭車両に移動してドアが開くのを待っていたら、

なんと停車駅で全車両のドアが開きました。宮崎市住民への道は

まだ半ばです。（スタッフ：Y）

今月号のスタッフのつぶやきを考えているうちに、都市を移り住んだ時のカルチャーショックを思い出しました。ロンドンから来たと宮

崎住民に教える時に、「あー、シティーガールよね」というコメントを耳にすることが多いです。このコメントに対してどう反応すれば

よいのかよくわかりません。落ち着いた郊外で育った私より華やかな都市生活で活躍するイメージを持たれている気がします。しかし、

宮崎市に長く住んでいる間に、東京にもロンドンにも遊びに行った後、都市の大きさによる文化的な差異が国と国の間の差異と同様に興

味深いとふと気が付きました。

例えば、宮崎市では隠れていられません。私が外国人のせいか、かなり目立っているはずだし、毎日街中を歩いていくときに知り合いの

顔に会うことなどに驚くわけではありません。しかし、国際交流員についての１０分程のテレビ番組で私を見たと家の近くのコンビニの

店員に教えられたときとか、私の自動車学校の指導者が偶然に地域ラジオ放送で私の名前を聞いたときとか、宮崎は本当に住民同士の結

びつきが強い小さな場所だと気づきました。交通機関の違いも顕著です。東京地下鉄に慣れてすいすい移動できるまであまりかからな

かったのに、今でも「まあ、次のに乗るね」というのが午後じゃなくて夜遅く到着という意味をする宮崎の乗り物の予定でトラブルに巻

き込まれることがあります。やはりシティーガールですね。

とはいえ、最大の「逆カルチャーショック」なら、今年８月にロンドン地下鉄に入った時に車両が乗り場より暑いことに

落胆したことだと思います。そして、都会であれ田舎であれ、少なくとも何の日本の電車でも予定通りに出発することに

頼ることができます！

mailto:kankyo@miyazaki-kankyo.or.jp

	スライド 1
	スライド 2

